
数学 NO.２３
〈解答〉
1　⑴　288π㎝3　　⑵　 3： 1
2　⑴　ア　錯角　　イ　ＡＢＥ　　ウ　ＣＤＦ　　エ　 1組の辺とその両端の角
　　⑵　25㎝2

配点　12⑵各 2点，2⑴各 1点　10点満点

〈解説〉
1　⑴ 　立方体と球を真上から見ると，右の図のようにな

っていて，球の直径と立方体の 1 辺の長さは等し
い。つまり，球の半径は

　　　　　12÷ 2 ＝ 6 〔㎝〕
　　　なので，その体積は

　　　　　 43 π×6
3＝288π〔㎝3〕

　　⑵ 　立方体と円柱を真上から見ると，右の図のように
なっている。立方体の 1辺の長さは a ㎝なので，立
方体の 1つの面（正方形）の面積は，aを用いて

　　　　　a2〔㎝2〕         …①
　　　 と表される。また，円柱の底面の半径を r ㎝とする

と，立方体の 1つの面（正方形）の対角線の長さは
2 r ㎝と表され，正方形はひし形の特別な場合であ
ることから，その面積は，

　　　　　 12 × 2 r× 2 r＝ 2 r2〔㎝2〕  …②

　　　と表される。①，②は等しいものを表しているので，

　　　　　a2＝ 2 r2より，r2＝ 12 a2   …③

　　　底面の半径が r ㎝，高さが a ㎝の円柱の体積は，
　　　　　π r2×a＝πar2〔㎝3〕
　　　と表されるので，これに③を代入すると，a のみを用いて

　　　　　πar2＝πa× 12 a2

　　　　　　　 ＝ 12 πa3〔㎝3〕

　　　と表される。ここで，球の半径は

　　　　　a÷ 2 ＝ a
2 〔㎝〕



　　　なので，その体積は

　　 　　　 43 π×（
a
2 ）

3＝ 16 πa3〔㎝3〕

　　　と表される。以上より，

　　　　　（円柱の体積）：（球の体積）＝ 12 πa3： 16 πa3

　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＝ 3： 1

2　⑴　〔証明〕
　　　△ＡＢＥと△ＣＤＦにおいて，
　　　　平行四辺形ＡＢＣＤの向かい合う辺なので，
　　　　　ＡＢ＝ＣＤ            …①
　　　　　ＡＢ//ＤＣ            …②
　　　　②より，平行線の　   ア　錯角  なので，
　　　　　∠  イ　ＡＢＥ  ＝∠  ウ　ＣＤＦ      …③
　　　　仮定より，
　　　　　∠ＡＥＤ＝∠ＣＦＢ         …④
　　　③，④と三角形の内角・外角の関係より，
　　　　∠ＢＡＥ＝∠ＡＥＤ－∠  イ　ＡＢＥ  
　　　　∠ＤＣＦ＝∠ＣＦＢ－∠  ウ　ＣＤＦ  
　　　よって，∠ＢＡＥ＝∠ＤＣＦ        …⑤
　　　①，③，⑤より，   エ　 1組の辺とその両端の角  がそれぞれ等しいので，
　　　　　△ＡＢＥ≡△ＣＤＦ
　　　合同な 2つの図形における対応する辺なので，
　　　　　ＡＥ＝ＣＦ
　　⑵　△ＡＢＥ≡△ＣＤＦより，
　　　　　ＡＥ＝ＣＦ
　　　 　∠ＡＥＦ＝∠ＣＦＥより，錯角が等しいのでＡＥ//ＦＣ
　　　 以上より， 1組の向かい合う辺が等しくて平行なので，四角形ＡＥＣＦは平行四辺形

であることがわかる。
　　　　図Ⅰにおいて，△ＡＢＥ≡△ＣＤＦより，
　　　ＢＥ＝ＤＦなので，
　　　　　ＢＤ：ＥＦ＝  （ ＢＥ＋ＥＤ ）：（ ＥＤ－ＤＦ ）
　　　　　　　　　＝  （ 1 ＋ 5 ）：（ 5 － 1 ）
　　　　　　　　　＝6：4
　　　　　　　　　＝ 3： 2
　　　よって，

　　　　　△ＡＥＦ＝△ＡＢＤ× 23

図Ⅰ



　　　　　　　　＝100× 12 ×
2
3

　　　　　　　　＝1003  〔㎝2〕

　　　同様に，

　　　　　△ＣＥＦ＝1003 〔㎝
2〕

　　　なので，

　　　　　平行四辺形ＡＥＣＦ＝1003 × 2 ＝
200
3  〔㎝2〕

　　　　図Ⅱにおいて，ＡＭ＝ＭＥより，

　　　　　△ＣＭＥ＝△ＡＣＥ× 12

　　　　　　　　＝2003 ×
1
2 ×

1
2

　　　　　　　　＝ 503  〔㎝2〕

　　　ＡＮ＝ＮＦより，

　　　　　△ＣＮＦ＝△ＡＣＦ× 12

　　　　　　　　＝2003 ×
1
2 ×

1
2

　　　　　　　　＝ 503 〔㎝
2〕

　　　ここで，点ＥとＮを結ぶと，

　　　　　△ＡＭＮ＝△ＡＥＮ× 12

　　　　　　　　＝△ＡＥＦ× 12 ×
1
2

　　　　　　　　＝1003 ×
1
2 ×

1
2

　　　　　　　　＝ 253  〔㎝2〕

　　　以上より，
　　　　　△ＣＭＮ＝平行四辺形ＡＥＣＦ
　　　　　　　　　　　　　－△ＣＭＥ－△ＣＮＦ－△ＡＭＮ

　　　　　　　　＝2003 －
50
3 －

50
3 －

25
3

　　　　　　　　＝25〔㎝2〕
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